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（16ページに関連記事）　　　　　　　　　　　　　　　 写真：吉原友香さん

ゆ　か



2議会だよりにしあいづ／令和３年１月／152号

町
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
補
正
予

算
な
ど
16
件
で
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
質
問
で
は
９
人
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
や
対
応
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

１２月
議　会
定例会
12／４～９

ふるさと応援寄附金 １億円を追加

一般会計全体では3,928万円を減額
　一般会計補正予算（第９次・第 10次）の主な内容は、ふるさと応援寄附
金の寄付額増加に伴う経費を追加したほか、各種事業費や人事異動に伴う
職員の給与などを調整しました。
　また、後期高齢者医療特別会計は 77万円増額、国民健康保険特別会計（事
業勘定・診療施設勘定）は 145万円減額、介護保険特別会計は 1,112 万円
増額、水道事業会計（収益的収入・支出）は 188万円増額、下水道事業会計（収
益的収入・支出）は 50万円増額補正されました。

＜補正予算に対する主な質疑＞
ふるさと応援寄附金

多賀　剛 議員

寄付するに当たり、使い道を指定できるが、どのような意向が多かったのか。

使い道として、「子育て応援事業」「地域活性化応援事業」「健康づくり応援事業」「自然環境保
全応援事業」「目的達成のため町長が必要と認める事業（町政全般に対する寄附）」の五つを示
しているが、そのうち「地域活性化応援事業」に対する意向が多い。

使い道の周知はどのようにされているのか。

来年度から使い道についてパンフレットに
盛り込みながら、返礼品などに同封して周
知していきたい。

武藤　道廣 議員

企業版ふるさと納税についてはどのような
状況か。

現在１件の寄付がある。企業などへダイレ
クトメールを送り、今後も西会津町の取り
組みをＰＲしながら納税につながるよう努
力していく。

問

問

問

答

答

答
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町民バスの修繕の内訳は。

野沢坂下線で使用している大型バスの
マフラー交換など、必要な経費を計上
した。

定住企業支援事業補助金の内容は。

地域おこし協力隊が任期満了後に起業
する際に補助を行う。今年度３人分と
してアクセサリーショップ、ヨガ教室、
映像制作事業の展開に係る経費である。

事業費を減額した理由は。

頑張る学生応援事業の申請期限が11
月末であったことから、確定により減額
した。申請に基づき112人へ支援した。

PCR 検査等助成費用の内訳は。

高齢者と基礎疾患をお持ちの方などに
限定した検査費用を計上した。西会津
診療所で実施し、１件２万円を限度額
と見込んでいる。

縄沢地区内の道路メンテナンス事業の
内容は。

縄沢地区内の新
しんばし

橋のコンクリート部分
補修など、橋りょうの長寿命化を実施
している。

委託料が追加となったが内容は。

松尾地区で事業を実施しているが、実
施面積や作業道路の拡大による追加で
ある。

秦　貞継 議員

武藤　道廣 議員

多賀　剛 議員

小柴　敬 議員

秦　貞継 議員

武藤　道廣 議員

町民バス修繕費用

定住起業支援事業補助金

大学生等支援交付金

新型コロナウイルスPCR検査助成費用

道路メンテナンス事業

広葉樹林再生事業委託料

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

支援を受けた学生からのビデオメッセージ
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■
議
会
議
員
及
び
西
会
津

町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に

伴
い
、
町
村
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の

使
用
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

な
ど
に
係
る
経
費
を
公
費

負
担
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

運
用
を
図
る
た
め
新
た
に

条
例
を
制
定
。

■
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
税
条
例
に
準
じ

て
延
滞
金
な
ど
の
特
例
を

規
定
し
て
い
る
関
係
条
例

に
つ
い
て
一
括
し
て
改
正
。

■
電
気
通
信
事
業
条
例
の

一
部
改
正

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
デ
ー

タ
使
用
量
増
加
に
合
わ
せ
、

上
位
回
線
速
度
を
増
速
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
た

な
コ
ー
ス
を
新
設
す
る
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
使
用
区
分
お

よ
び
使
用
料
を
改
正
。

多
賀　

剛 

議
員

　

料
金
改
定
に
伴
い
、
町

民
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
は
な
い
か
。
ど

の
よ
う
な
形
で
周
知
し
て

い
く
の
か
。

企
画
情
報
課
長

　

直
接
加
入
者
に
通
知
す

る
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
通
し
て
周
知
を
行
う

な
ど
、
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
。

■
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

お
よ
び
菌
床
栽
培
用
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
貸
し
付
け
事

業
に
お
い
て
、
12
年
間
の

貸
付
期
間
終
了
時
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
、
無

償
譲
渡
の
規
定
を
条
例
に

追
加
す
る
。

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

主
な
質
疑

西会津町議会議員及び西会津町長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例

賛成多数で可決

採決結果
荒海 上野 小林 秦 猪俣 三留 小柴 多賀 伊藤 青木 清野 武藤

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ○

○は賛成、×は反対、欠は欠席。伊藤議員は議長交代のため採決に加わっていません。

＜賛成討論＞

三留　正義 議員

　民主主義の根底に関わる問題ではない。
　供託金制度を尊重して供託金を納めることに
より立候補する際、心の引き締めや戒めにつな
がる。
　よって新しい選挙制度の第一歩であることか
ら賛成である。

＜反対討論＞

小林　雅弘 議員

　選挙については、誰でも社会的・経済的な理
由で立候補において制約を受け入るべきではな
い。
　供託金制度は、自由な立候補ができない非民
主的な制度であり、女性や若者にとって高いハー
ドルとなることなどから反対する。
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武
藤　

道
廣 

議
員

　

無
償
譲
渡
の
対
象
と
な

る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
数
は
。

農
林
振
興
課
長

　

令
和
２
年
度
中
で
は
、

園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は

10
件
、
菌
床
用
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
は
６
件
が
無
償
譲
渡

と
な
る
予
定
。

■
税
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

給
与
所
得
控
除
・
公
的
年

金
控
除
額
の
引
き
下
げ
や

基
礎
控
除
額
の
引
き
上

げ
、
新
た
に
ひ
と
り
親
控

除
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
寄
附
金

税
制
控
除
の
特
例
な
ど
、

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

　

ま
た
、
租
税
特
別
措
置

法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方

税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、「
延
滞
金

の
割
合
等
に
関
わ
る
特
例
」

の
規
定
も
併
せ
て
改
正
。

武
藤　

道
廣 

議
員

　

税
制
改
正
に
よ
る
町
へ

の
影
響
は
。

町
民
税
務
課
長

　

低
所
得
者
や
自
営
業
者

は
税
負
担
が
下
が
り
、
高

所
得
者
に
つ
い
て
は
若
干

の
負
担
増
と
な
る
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

国
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
給
与
所
得
控
除
・
公

的
年
金
控
除
の
引
き
下
げ

な
ど
、
地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
判
定
時
に
お

い
て
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
改
正
。

■
超
音
波
診
断
装
置

　

町
診
療
所
で
使
用
し
て

い
る
超
音
波
診
断
装
置

（
エ
コ
ー
）
が
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
更
新
。

【
取
得
金
額
】

　

１
０
１
２
万
円

【
取
得
相
手
方
】

　

株
式
会
社
三
陽

■
町
道
下
松
村
中
線

　

奥
川
下
松
地
内
に
お
い

て
、
集
落
内
道
路
の
新
設

工
事
を
計
画
し
て
い
る
路

線
を
新
た
に
町
道
に
認
定
。

　

令
和
３
年
３
月
31
日

で
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

の
指
定
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
改
め
て
指
定

管
理
者
を
指
定
。

【
指
定
先
】

一
般
社
団
法
人

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

【
指
定
期
間
】

令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間

■
国
の
制
度
と
し
て
「
20

人
程
度
学
級
」
を
展
望

し
た
少
人
数
学
級
の
実

現
を
要
望
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

書
【
提
出
者
】

　

福
島
県
教
職
員
組
合

　

耶
麻
支
部

　

支
部
長　

佐
藤　

智
子

【
審
査
結
果
】

　

継
続
審
査

　

11
月
26
日
に
議
会
臨
時

会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

町
側
か
ら
条
例
の
一
部
改

正
３
件
、
補
正
予
算
５
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全

て
の
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

民
間
給
与
と
公
務
員
給

与
の
格
差
を
解
消
す
る
た

め
、
人
事
院
お
よ
び
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
、

町
長
な
ど
の
特
別
職
、
議

会
議
員
、
職
員
の
期
末
手

当
支
給
月
数
を
０
・
０
５

カ
月
分
引
き
下
げ
る
改

正
。

■
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

■
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
改
正

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
な
ど
の
勧
告
に

準
じ
、
町
長
や
議
会
議
員
、

町
職
員
の
期
末
手
当
の
額

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で

調
整
。

■
一
般
会
計
ほ
か
特
別
会

計
な
ど
４
会
計

財
産
の
取
得

町
道
の
認
定

指
定
管
理
者
の
指
定

請
願
の
審
査

補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

主
な
質
疑

主
な
質
疑

議　会
臨時会

第
９
回
議
会
臨
時
会

条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
を
可
決
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一
般
質
問
は
12
月
７
日
か
ら
８
日
ま
で
の
２
日
間
で

行
い
、
議
員
９
人
が
登
壇
し
て
、
町
政
の
課
題
な
ど
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、

町
民
の
た
め
の
適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者

に
通
告
し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
お
よ
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る

よ
う
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含

め
て
１
時
間
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○上野恵美子議員（７ページ）
　①産業振興について
　②福祉政策について

○青木照夫議員（８ページ）
　①まちづくり基本条例について

○小林雅弘議員（９ページ）
　①出ヶ原和紙の伝統継承について
　②大滝－三島（美坂高原）間の林道の

整備と活用について
　③有害鳥獣対策について

○三留正義議員（10ページ）
　①町の歴史文化について

○多賀剛議員（11ページ）
　①薄町政一期目の総括と次期町長選挙

の出馬意向について

○秦貞継議員（12ページ）
　①人口減少対策について

○荒海正人議員（13ページ）
　①公民館の活用について
　②移住定住政策について

○猪俣常三議員（14ページ）
　①農業の振興について
　②鳥獣被害対策について
　③祓川駐車場までの林道修繕について

○小柴敬議員15ページ）
　①地域おこし協力隊に関する事業につ

いて
　②雪対策について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う
ここが聞きたい　９人が登壇

質
問
順
序

・
小
林　

雅
弘 

議
員

・
荒
海　

正
人 

議
員

・
上
野　

恵
美
子 

議
員

・
秦　
　

貞
継 

議
員

・
猪
俣　

常
三 

議
員

・
三
留　

正
義 

議
員

・
小
柴　

敬 

議
員

・
多
賀　

剛 

議
員

・
青
木　

照
夫 

議
員
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一
般
質
問

7

農
福
連
携
は
、
社
会
的

に
弱
い
立
場
の
人
々
の
雇

用
機
会
の
確
保
や
生
き
が

い
の
創
造
、
ま
た
農
業
の

働
き
手
不
足
を
解
消
で
き

る
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

問
現
在
の
農
福
連
携

の
取
り
組
み
の
状

況
は
。

答
農
林
振
興
課
長

菌
床
キ
ノ
コ
の
生

産
法
人
や
落
花
生
の
生
産

農
家
が
袋
詰
め
や
収
穫
の

作
業
を
西
会
津
町
授
産
場

に
発
注
し
て
お
り
、雇
用
・

就
労
の
機
会
創
出
と
労
働

力
確
保
な
ど
、
農
業
と
福

祉
、
双
方
の
分
野
で
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
今
年
度
、
西
会

津
町
授
産
場
で
は
、
菌
床

キ
ノ
コ
の
生
産
法
人
か
ら

安
定
的
に
キ
ノ
コ
の
包
装

作
業
を
受
注
で
き
る
よ
う

「
自
動
パ
ッ
ク
包
装
機
」
の

導
入
事
業
に
取
り
組
み
、

町
と
し
て
導
入
経
費
の
助

成
な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

問

今
後
の
取
り
組
み

は
。

答
農
林
振
興
課
長

今
後
も
農
業
・
福

祉
双
方
の
分
野
で
十
分
効

果
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

関
係
部
署
が
連
携
を
図
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

答
福
祉
介
護
課
長

福
祉
分
野
に
お
け

る
農
福
連
携
は
、
障
が
い

者
が
そ
の
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
能
力
が
発
揮
で
き

る
場
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る

就
労
の
場
の
創
出
と
し
て

の
位
置
付
け
は
も
と
よ
り
、

農
業
生
産
活
動
を
通
し
て
、

自
信
や
生
き
が
い
、
社
会

参
加
に
つ
な
が
る
な
ど
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
大
変
有
効
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

農
福
連
携

問 
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

答 

関
係
部
署
と
連
携
し
広
げ
て
い
く

上野恵美子 議員

豊富な資源を町の力に

人
口
減
少
を
抑
制
し
、

若
者
の
町
外
流
失
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
産
業
振
興
、

雇
用
機
会
の
確
保
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
西

会
津
町
総
合
計
画
（
第
４

次
）」
に
掲
げ
て
い
る
企

業
誘
致
と
町
内
産
業
の
振

問
地
域
資
源
を
活
用

し
た
産
業
振
興
へ

の
取
り
組
み
は
。

答
農
林
振
興
課
長

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を

活
用
し
た
六
次
化
産
業

や
、
菌
床
キ
ノ
コ
や
キ
ク

ラ
ゲ
な
ど
の
生
産
お
よ
び

加
工
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
通
信
基
盤
を
活
用

し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
の
創
設
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
新
た
な
視
点
か

ら
の
産
業
の
創
出
も
検
討

し
て
い
く
。

答  町の特色を生かした産業振興を検討
問  町の資源を活用した産業振興は

産業振興

興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
う
。

問
企
業
誘
致
の
現
状

は
。

答
商
工
観
光
課
長

市
町
村
単
独
の
取

り
組
み
で
は
成
果
を
得
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

福
島
県
と
連
携
し
て
、
企

業
の
工
場
新
設
な
ど
に
関

す
る
情
報
発
信
な
ど
の
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
誘
致
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
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町
は
平
成
16
年
、
他
の

市
町
村
と
は
合
併
し
な
い

「
自
立
宣
言
」
を
し
た
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

は
「
町
の
憲
法
」
と
な
る

条
例
が
必
要
と
な
り
、
２

年
４
カ
月
の
歳
月
を
経
て

「
町
民
・
議
会
・
行
政
」

の
３
者
協
働
の
「
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
が
策
定

さ
れ
た
。

問
基
本
原
則
に
「
主

役
は
町
民
」「
町

民
参
加
」「
情
報
の
共
有
」

「
協
働
」「
男
女
共
同
参
画
」

の
五
つ
が
揚
げ
ら
れ
、
ま

ち
づ
く
り
の
第
一
に
「
主

役
は
町
民
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
町
民

は
「
役
場
が
や
る
も
の
」

と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

「
主
役
は
町
民
」
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
町
民
に
浸
透
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
。

答
町
長

町
総
合
計
画
（
第

４
次
）
の
策
定
に
当
た
っ

て
、
検
討
会
議
の
委
員
と

し
て
30
名
の
町
民
が
参
加

を
し
て
策
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
各
種
審
議
会

な
ど
の
委
員
の
公
募
、
重

要
な
政
策
な
ど
を
定
め
る

場
合
の
町
民
懇
談
会
の
開

催
や
意
見
公
募
な
ど
、
よ

り
多
く
の
町
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
で
き
る
仕
組

み
を
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
民
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

町
長
と
の
直
接
対
話
「
町

長
室
に
行
っ
て
み
よ
う
」

を
基
本
的
に
毎
月
開
催
す

る
と
と
も
に
、
自
治
区
訪

問
に
つ
い
て
も
実
施
し
て

い
る
。

　

今
後
も「
主
役
は
町
民
」

の
基
本
原
則
の
下
、
よ
り

多
く
の
方
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い

く
。問

「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
が
策
定

さ
れ
て
12
年
が
経
過
し
て

い
る
。「
こ
の
条
例
が
町

政
運
営
に
適
切
に
活
か
さ

れ
て
い
る
か
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
合
っ
て
い
る
か
、

答  現時点で見直しは考えていない
問  基本条例を見直す考えはあるか

まちづくり基本条例

青木　照夫 議員

主役は町民

町
民
の
参
加
に
よ
り
検
討

し
、
必
要
に
応
じ
て
条
例

を
見
直
す
も
の
と
す
る
」

と
あ
る
が
、
そ
の
必
要
は

な
い
か
。

答
町
長

「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
や
仕
組
み
を

定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
の
憲
法
と
も
い
え
る
条

例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
安
易
に
見
直
し
を
行
う

べ
き
も
の
で
な
く
、
現
時

点
に
お
い
て
は
条
例
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
今
後
、
社
会

情
勢
の
著
し
い
変
化
に
よ

り
、
見
直
し
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
条
例

で
規
定
さ
れ
て
い
る
町
民

の
参
加
で
条
例
の
改
正
を

検
討
し
て
い
く
。
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小林　雅弘 議員

集落内の未利用果樹木

今
回
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
博
ｉ
ｎ
会
津
で
は
、

コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
氏
と
の

コ
ラ
ボ
で
、
出
ヶ
原
和
紙

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
し
て
、

衣
装
を
着
た
モ
デ
ル
が
、

福
島
の
風
景
を
バ
ッ
ク
に

上
映
さ
れ
る
な
ど
注
目
さ

れ
た
。
町
と
し
て
も
こ
の

和
紙
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
責
任
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

問
現
在
の
隊
員
の
任

期
は
残
り
１
年
足

ら
ず
だ
が
、
後
継
者
の
育

成
は
進
ん
で
い
る
か
。

答
商
工
観
光
課
長

こ
の
隊
員
の
任
期

が
令
和
３
年
度
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
任
期
満
了
後

も
和
紙
の
伝
統
継
承
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
後
継
者
の

育
成
も
含
め
て
、
現
在
鋭

意
検
討
し
て
い
る
。

問
伝
統
産
業
と
し
て

成
立
す
る
見
込
み

な
の
か
。
ま
た
、
隊
員
が

生
業
と
し
て
成
り
立
つ
見

込
み
な
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
博
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
紹
介
さ

れ
、
認
知
度
が
年
々
上
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
場

産
品
に
も
和
紙
の
ラ
ベ
ル

を
用
い
る
な
ど
商
品
化
に

つ
い
て
も
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
出
ヶ
原
和
紙
は
、

単
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
伝
統
産
業
の

継
承
と
い
う
側
面
も
合
わ

せ
持
つ
。

　

そ
の
観
点
か
ら
、
今
後

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

町
と
し
て
は
、
今

後
と
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
機
会
を
通
し
て
出
ヶ

原
和
紙
の
普
及
Ｐ
Ｒ
を
進

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
体
験
事
業
や
も

の
づ
く
り
講
座
の
開
催
な

ど
に
よ
り
伝
統
技
術
の
継

承
を
図
り
、
ま
た
、
和
紙

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
必
要
な
支
援
を
し
て

い
く
。

伝
統
継
承

問 
出
ヶ
原
和
紙
の
継
承
を
ど
う
す
る

答 
後
継
者
育
成
を
含
め
検
討
し
て
い
く

今
年
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

の
出
没
が
相
次
ぎ
、
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
は
特

に
目
撃
情
報
も
多
か
っ
た
。

集
落
で
は
ク
マ
の
痕
跡
が

多
く
見
ら
れ
た
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
つ
い

て
は
捕
獲
も
重
要
だ
が
、

集
落
や
田
畑
周
辺
に
出
て

こ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が

最
も
重
要
で
あ
る
。答  町が主体となって伐採も

問  未利用果樹木の伐採を

有害鳥獣対策

問
三
つ
の
集
落
で
実

施
さ
れ
た
「
環
境

共
生
林
整
備
事
業
」
の
成

果
と
、
今
後
の
事
業
の
計

画
は
。

答
町
長

こ
の
事
業
は
、
県

の
交
付
金
を
活
用
し
、
集

落
周
辺
の
森
林
を
伐
採
す

る
こ
と
で
、
見
通
し
の
良

い
森
林
を
つ
く
り
、
野
生

動
物
が
人
間
の
生
活
圏
に

出
没
し
に
く
く
す
る
も
の

で
、
出
没
を
抑
制
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
要
望
の
あ
る

自
治
区
の
中
か
ら
優
先
順

位
を
決
め
実
施
し
て
い
く
。

問
集
落
で
管
理
さ
れ

て
い
な
い
果
樹
木

の
伐
採
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
町
長

未
利
用
果
樹
木
に

つ
い
て
は
早
め
に
収
穫
す

る
か
伐
採
す
る
よ
う
お
願

い
し
て
き
た
。
集
落
を
挙

げ
て
出
没
対
策
に
取
り
組

む
場
合
は
、
町
が
主
体
と

な
っ
て
伐
採
も
進
め
て
き

た
。
今
後
も
人
身
被
害
防

止
の
た
め
、
必
要
な
予
算

措
置
を
行
い
複
合
的
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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問
２
０
１
８
年
（
平

成
30
年
）
３
月
に

西
会
津
町
歴
史
文
化
基
本

構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
構
想
策
定
か
ら
具

体
的
な
実
施
へ
向
け
た
計

画
と
、
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
伺
う
。

答
生
涯
学
習
課
長

西
会
津
町
歴
史
文

化
基
本
構
想
の
中
で
具
現

化
の
取
り
組
み
と
し
て
、

町
広
報
紙
へ
の
「
に
し
あ

い
づ
物
語
百
選
」
の
掲
載

や
公
民
館
で
の
「
女
性
講

座
」「
に
し
あ
い
づ
物
語

講
座
」「
出
前
講
座
」
な

ど
を
開
催
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
へ
の
町
の
歴
史
・
文

化
の
啓
蒙
お
よ
び
学
習
機

会
の
創
出
に
努
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
学
校
教
育
に

お
い
て
も
「
西
会
津
か
る

た
大
会
」
の
開
催
、
総
合

的
な
学
習
時
間
、
子
ど
も

研
幾
塾
な
ど
の
中
で
の
郷

土
学
習
も
取
り
入
れ
て
い

た
だ
い
で
い
る
。

　

に
し
あ
い
づ
観
光
交
流

協
会
に
お
い
て
は
、「
観

光
ガ
イ
ド
の
会
」が
史
跡
・

観
光
め
ぐ
り
な
ど
を
行
う

な
ど
、構
想
実
現
へ
向
け
、

取
り
組
め
る
も
の
か
ら
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
は
構
想
の
核
と
な

答  保管・展示施設の検討が必要
問  基本構想の実施は

歴史文化

さらに進展が望まれる歴史文化基本構想

三留　正義 議員

る
文
化
財
を
保
管
・
展
示

す
る
施
設
に
つ
い
て
の
検

討
が
必
要
と
な
る
が
、
町

全
体
の
事
業
計
画
や
財
政

面
を
考
慮
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
す
る
。

問
推
進
委
員
会
の
開

催
や
推
進
の
活
動

が
停
滞
ぎ
み
で
は
な
い
か

伺
う
。

答
生
涯
学
習
課
長

推
進
委
員
会
の
開

催
の
回
数
を
含
め
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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２期目の出馬を表明した薄町長

問
町
長
の
任
期
も
残

す
と
こ
ろ
８
カ
月

余
り
と
な
っ
た
。
健
全
財

政
に
心
掛
け
な
が
ら
も
諸

問
題
解
決
の
た
め
、
数
多

く
の
公
約
を
実
現
し
、
全

て
の
町
民
が
安
心
し
て

「
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
西
会

津
」
実
現
の
た
め
積
極
的

に
町
政
に
当
た
っ
て
こ
ら

れ
た
。

　

最
近
は
各
方
面
か
ら
の

評
価
も
高
く
、
高
い
高
齢

化
率
、
少
子
高
齢
化
の
中

に
あ
っ
て
も
周
辺
自
治
体

と
は
一
味
違
う
キ
ラ
リ
と

光
る
ま
ち
づ
く
り
が
出
来

上
が
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
１
期
目
を
ど
の

よ
う
に
評
価
・
総
括
さ
れ

る
の
か
伺
う
。

　

現
在
、
全
世
界
が
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
苦
難
の

状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ

の
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
べ
き
存
在
は
、
広
い
視

野
を
持
ち
、
先
見
性
、
大

き
な
決
断
と
実
行
力
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
薄
町
長

の
次
期
町
長
選
挙
へ
の
出

馬
意
向
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
長

１
期
目
総
括
と
し

て
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
、
関
係
各
方
面
か
ら
の

力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
公
約
実
現
に
向
け
、
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

公
約
に
掲
げ
た
事
業
の

い
く
つ
か
は
実
現
で
き
た
。

教
育
改
革
の
取
り
組
み
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な

環
境
を
整
え
て
き
た
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
の
大
半
は
実
現
で
き

た
と
思
う
。

　

同
時
に
残
り
の
各
種
対

策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
力
を
入
れ
て
町
政

発
展
、
ふ
る
さ
と
西
会
津

に
活
気
を
取
り
戻
す
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

次
期
町
長
選
挙
へ
の
出

馬
意
向
に
つ
い
て
は
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

西
会
津
町
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
一
つ
目
と
し
て

次
期
町
長
選

問 
１
期
目
総
括
と
次
期
町
長
選
出
馬
は

答 
強
い
信
念
で
２
期
目
に
挑
戦
す
る

多賀　剛 議員

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

確
保
。
二
つ
目
と
し
て
移

住
定
住
の
促
進
。
三
つ
目

に
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
。
四
つ
目
に
農
林
業
、

観
光
業
の
さ
ら
な
る
振

興
。
五
つ
目
に
福
祉
施
設

の
充
実
で
あ
る
。

　

手
掛
け
た
事
業
や
山
積

み
し
た
課
題
を
解
決
し
、

明
日
の
西
会
津
を
創
る
た

め
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

引
き
続
き
全
身
全
霊
を
も

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
し

て
、
強
い
信
念
の
下
、
次

期
町
長
選
挙
、
２
期
目
に

挑
戦
し
た
い
と
考
え
る
。
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問
人
口
減
少
の
要
因

に
つ
い
て
町
の
考

え
を
問
う
。

答
企
画
情
報
課
長

本
町
に
お
い
て
は
、

死
亡
数
と
出
生
数
の
差
で

あ
る
「
自
然
減
」
が
最
も

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

　

人
口
減
少
の
最
も
大
き

な
要
因
で
あ
る「
自
然
減
」

を
食
い
止
め
る
の
が
厳
し

い
状
況
の
中
、
今
後
の
人

口
減
少
を
少
し
で
も
抑
制

す
る
た
め
に
は
、
進
学
な

ど
に
よ
り
一
時
転
出
し
た

若
年
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
含

め
た
移
住
定
住
を
増
や
し
、

「
社
会
減
」
を
ど
れ
だ
け

抑
え
る
の
か
が
重
要
で
あ

る
。問

移
住
定
住
促
進
を

行
っ
て
い
る
国
際

芸
術
村
管
理
委
託
料
は
毎

年
い
く
ら
に
な
る
か
。

答
商
工
観
光
課
長

委
託
料
に
つ
い
て

は
、
平
成
15
年
度
当
初
は

年
間
１
４
０
万
円
ほ
ど
だ

っ
た
。
平
成
30
年
度
か
ら

答  「社会減」を抑えることが重要
問  要因と対策は

人口減少対策

は
指
定
管
理
事
業
に
な

り
、
平
成
29
年
度
は
約
６

７
０
万
円
。
平
成
30
年
度

は
１
６
７
０
万
円
。
令
和

元
年
度
は
、
お
よ
そ
１
９

８
０
万
円
で
あ
る
。

問
現
在
町
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に

対
し
、
町
は
ど
の
ぐ
ら
い

の
予
算
を
出
し
て
い
る
の

か
。答

商
工
観
光
課
長

令
和
元
年
度
は
３

７
４
０
万
円
。
全
額
特
別

交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
の
執
行
見

込
み
で
は
７
４
８
０
万
円

で
あ
る
。

問
人
口
減
少
が
続
い

た
場
合
、
集
落
活

動
や
地
域
の
行
事
な
ど
の

文
化
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
考
え
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

か
つ
て
は
、
西
会

津
の
各
自
治
区
に
お
い
て

年
中
行
事
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
年
中
行

事
が
伝
統
行
事
と
な
り
、

西
会
津
の
文
化
と
し
て
守

萱本自治区の百万遍
西会津の伝統文化を守ることも大変重要である

秦　　貞継 議員 

ら
れ
て
き
た
。

　

厳
し
い
生
活
を
乗
り
切

る
た
め
に
は
、
共
同
体
と

し
て
の
連
携
が
不
可
欠
で

あ
り
、
集
落
と
し
て
の
結

束
力
を
高
め
る
た
め
に
行

事
が
あ
り
、
そ
の
行
事
が

あ
っ
た
か
ら
地
域
の
結
束

力
が
高
ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
地
域
文

化
の
継
承
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
担
い
手
不
足
と
な

っ
て
い
る
集
落
の
行
事
や

伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援

し
て
い
き
た
い
。
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答  ニーズに沿った施策を強化
問  移住定住政策の方向性は

移住定住

移住相談の様子

今後の活用のされ方に期待

町
全
体
で
学
ぶ
意
識
を

高
め
る
に
当
た
り
、
公
民

館
の
活
性
化
が
必
要
に
な

る
。
町
の
生
涯
学
習
へ
の

認
識
や
公
民
館
の
活
用
の

さ
れ
方
に
つ
い
て
伺
う
。

問
生
涯
学
習
事
業
に

お
け
る
町
へ
の
効

果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

自
由
に
学
習
で
き

る
こ
と
で
、
自
己
の
人
格

を
磨
き
、
一
人
一
人
が
充

実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ

う
に
な
れ
る
。

　

ま
た
、
郷
土
に
誇
り
を

持
ち
、
未
来
を
拓
く
人
材

の
育
成
な
ど
学
習
意
欲
向

上
に
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
。

問
公
民
館
を
利
用
さ

れ
る
た
め
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

町
内
団
体
や
他
課

今
年
度
の
移
住
相
談
実

績
が
、
す
で
に
昨
年
度
の

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
移

住
定
住
政
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

問
移
住
相
談
・
移
住

者
数
が
伸
び
て
い

る
要
因
は
。

生
涯
学
習

問 
公
民
館
を
ど
う
活
用
す
る

答 
学
習
意
欲
向
上
で
地
域
活
性
化
へ

で
実
施
し
て
い
る
事
業
と

の
連
携
や
各
種
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
し
意
見
・
要
望

な
ど
の
把
握
に
努
め
事
業

を
展
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
空
間
づ
く
り
に

つ
い
て
も
現
在
使
用
し
て

い
る
事
務
室
や
ロ
ビ
ー
な

ど
の
有
効
活
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答
町
長

新
型
コ
ロ
ナ
や
働

き
方
改
革
の
影
響
に
加
え
、

芸
術
村
事
業
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
本
町
へ
の
移
住

の
魅
力
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

問
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

移
住
政
策
の
実
現

に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答
町
長

商
工
観
光
課
長

　

賃
貸
物
件
へ
の
補
助
や

空
き
家
の
権
利
整
備
補
助
、

無
料
職
業
紹
介
所
の
有
効

活
用
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
施
策
を
行
な
っ
て
い

く
。問

相
談
環
境
の
強
化

に
つ
い
て
の
考
え

は
。答

町
長

商
工
観
光
課
長

　

来
年
度
か
ら
庁
舎
内
に

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
や

地
域
ぐ
る
み
の
体
制
整
備

な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ
て

対
応
し
て
い
く
。

荒海　正人 議員
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
コ
メ
の
価
格
が

低
迷
し
、
農
業
者
に
と
っ

て
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
町
は
ど
の
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
る
の

か
。答

農
林
振
興
課
長

全
国
的
な
主
食
用

米
の
需
要
の
減
少
が
一
つ

の
要
因
と
な
り
、
令
和
２

年
産
米
の
農
協
概
算
金
は
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米
60
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
前
年
比
６
０

０
円
低
下
の
１
万
２
千
円

と
な
っ
た
。

　

過
去
に
お
い
て
は
、
平

成
26
年
産
米
で
、
農
協
概

算
金
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
１

等
米
60
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
前
年
比
２
１
０
０
円
の

低
下
、
前
々
年
比
で
は
４

２
０
０
円
低
下
の
１
万
円

と
い
う
大
幅
な
下
落
と
な

っ
た
例
が
あ
る
。

答  市場の状況を注視し迅速に対応
問  コロナ禍で米価が低迷、支援は

農業の振興

猪俣　常三 議員

　

こ
の
際
に
は
、
緊
急
措

置
と
し
て
、
町
独
自
の
支

援
策
「
稲
作
経
営
緊
急
支

援
事
業
」
を
実
施
し
、
稲

作
農
家
へ
10
ア
ー
ル
当
た

り
１
８
０
０
円
の
支
援

（
ナ
ラ
シ
対
策
と
の
差
額

１
割
相
当
額
）を
行
っ
た
。

　

本
年
産
米
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
低
下
幅
も
小
さ

く
、
そ
の
影
響
は
限
定
的

と
捉
え
て
い
る
が
、
今
後

も
市
場
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
支
援
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
迅

速
に
対
応
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
も
米
価
の

低
迷
が
続
け
ば
、
離
農
や

規
模
縮
小
が
加
速
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

地
域
の
中
心
経
営
体
へ
の

農
地
集
積
を
進
め
る
と
同

時
に
、
認
定
農
業
者
や
認

定
新
規
就
農
者
へ
の
誘
導

と
、
減
収
額
の
９
割
を
交

付
金
と
し
て
補
て
ん
す
る

ナ
ラ
シ
対
策
や
収
入
保
険

へ
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

鳥
獣
被
害
対
策

問 「
ク
マ
を
捕
獲
し
て
ほ
し
い
」
対
応
は

答 

誘
因
物
の
除
去
、追
い
払
い
の
実
施
を

問
住
民
か
ら
「
安
心

し
て
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
ク
マ
を
捕
獲

し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
ど
う
対
応

し
て
い
る
か
。

答
農
林
振
興
課
長

餌
と
な
る
誘
因
物

を
除
去
、
追
い
払
い
を
実

施
し
て
も
、
繰
り
返
し
人

家
近
く
に
出
没
す
る
ク
マ

に
は
、
人
身
被
害
防
止
の

た
め
町
が
緊
急
捕
獲
の
許

可
を
出
す
。

問
狩
猟
期
間
中
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て

捕
獲
し
て
い
る
か
。

答
農
林
振
興
課
長

狩
猟
期
間
で
あ
る
、

11
月
15
日
か
ら
翌
年
の
２

月
15
日
ま
で
の
ク
マ
の
捕

獲
に
つ
い
て
は
、
人
身
被

害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
の

緊
急
捕
獲
と
狩
猟
に
よ
る

捕
獲
に
大
別
さ
れ
る
。

　

緊
急
捕
獲
に
つ
い
て
は
、

狩
猟
期
間
で
あ
っ
て
も
町

の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
狩
猟
期
間
に
入

れ
ば
、
町
や
県
か
ら
の
捕

獲
許
可
が
な
く
て
も
捕
獲

は
可
能
で
あ
る
が
、
緊
急

捕
獲
の
よ
う
な
箱
わ
な
で

の
狩
猟
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
猟
銃
で
し
か
捕
獲
が

で
き
な
い
が
、
山
林
内
を

移
動
す
る
ク
マ
や
巣
穴
で

眠
る
ク
マ
を
捕
獲
す
る
こ

と
と
な
り
、
大
変
危
険
を

伴
う
捕
獲
と
の
こ
と
で
あ

る
。

クマの出没が多く早朝や夕方には
特に注意が必要！
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にしあいづまちなか市の様子

毎年苦労する除雪

答  施設整備完了後に実施
問  野沢町中の拠点整備は

地域おこし協力隊

問
グ
レ
ー
ダ
ー
の
路

線
お
よ
び
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
確
保
は
。

答
町
長

幹
線
道
路
の
町
道

野
沢
柴
崎
線
や
上
小
島
芝

草
線
な
ど
の
高
規
格
道
路

で
運
用
す
る
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
３
名

確
保
し
て
い
る
。

問
樟
山
・
上
野
尻
地

区
の
消
雪
施
設
整

備
の
進
捗
状
況
は
。

答
町
長

県
の
報
告
に
よ
れ

ば
、
樟
山
地
区
は
12
月
中

旬
、
上
野
尻
地
区
は
12
月

下
旬
に
完
成
見
込
み
で
あ

る
。問

個
人
が
雪
処
理
を

依
頼
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
と
取
り
組
み
は
。

答
町
長

す
で
に
各
家
庭
に

配
布
済
み
の
「
に
し
あ
い

づ
冬
の
暮
ら
し
ガ
イ
ド
」

に
記
載
の
と
お
り
、
除
雪

問
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

答
商
工
観
光
課
長

町
広
報
紙
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
内
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
発
信

し
て
き
た
。

　

ま
た
、11
月
開
催
の「
に

雪
対
策

問 
今
年
度
の
取
り
組
み
は

答 
万
全
な
体
制
で
取
り
組
むに

関
す
る
各
種
支
援
制
度

や
雪
に
関
す
る
相
談
窓
口

な
ど
の
仕
組
み
は
で
き
て

い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
冬
期
間
に
お
け

る
安
全
、安
心
の
確
保
と
、

快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
た
め
の
万
全
な

体
制
で
の
雪
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

し
あ
い
づ
ま
ち
な
か
市
」

で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
中
央
通
り
で
開
催
し
、

１
３
４
人
の
参
加
を
い
た

だ
い
た
。

問
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ

デ
ン
ス
事
業
の
状

況
は
。

答
商
工
観
光
課
長

取
り
組
み
内
容

は
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
企
業
や
継
業
な

ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
働
き
方
や
暮

ら
し
方
を
提
案
し
、
本
町

へ
の
移
住
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
町
内
で
の
起

業
を
目
指
す
隊
員
（
プ
レ

イ
ヤ
ー
）
５
名
と
調
整
や

伴
走
す
る
役
割
の
隊
員

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

２
名
が
活
動
し
て
い
る
。

　

事
業
内
容
や
活
動
経
過

に
つ
い
て
は
、
今
後
町
民

の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す

る
機
会
を
設
け
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

野
沢
町
中
の
拠
点
整
備

後
の
運
用
方
法
な
ど
は
、

完
了
次
第
、
地
域
住
民
や

関
係
者
に
説
明
す
る
。

小柴　　敬 議員



この人にインタビュー

16議会だよりにしあいづ／令和３年１月／152号

―移住したきっかけは。
　学生時代から作品作りをしている中で、
素材そのものをより深く学ぶために西会津
町に移住しました。西会津町では「漆」を
軸に活動しており、現在は工房環境づくり
を中心に行っています。
―これからやってみたいことは。
　昨年は初年度で試験的な動きが多くあり
ましたが、今後は環境をより固めていくこ
とや漆木の育成など、言葉どおり根を下ろ
した活動を継続していきます。
―暮らしてみての感想は。
　山の中で仕事や暮らしをしているお陰
か、自然の恩恵を多分に授かっているのと
同時に自然の脅威を感じています。以前は
都会を安全地帯のように感じていました
が、昨今のコロナ禍の世では一概に判断で
きるものではないと昨年１年はよく考えさ

せられました。
―町民の皆さんへ。
　私は６～１１月の間、漆の木から樹液を
採る仕事をしています。今まで漆木がある
とお声がけくださった皆さん、感謝してい
ます。もし近くに漆木があれば教えていた
だけると嬉しいです。よろしくお願いしま
す。
―ご協力ありがとうございました。今後も
ご活躍を期待しています。
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正
人

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
町
民
の
命
と
健
康
、

医
療
を
守
り
、
経
済
を
動

か
す
た
め
、
町
・
議
会
・

町
民
の
皆
さ
ん
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
た
年
で
し

た
。
今
年
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
る
予
定
で
、
希

望
の
持
て
る
年
と
な
り
ま

す
。今

年
最
初
の
「
議
会
だ

よ
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

見
や
す
く
読
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
文
字

を
大
き
く
し
て
み
ま
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

 

小
林　

雅
弘

編

集

後

記

議
会
の
動
き

　

11
月
20
日
、
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

に
つ
い
て
、
町
デ
ジ
タ
ル

戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ

る
会
津
大
学
・
産
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
客

員
准
教
授
の
藤
井
靖
史
先

生
を
お
招
き
し
、
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

藤
井
先
生
に
よ
れ
ば
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
こ
と

で
町
の
状
況
が
よ
く
分
か

り
、
見
え
る
状
態
に
な
る

こ
と
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に
仕
組
み
が

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
働

き
改
革
と
並
行
し
て
職
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
な
ど
、
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
た
地
域
の

あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
何

の
た
め
に
導
入
す
る
の
か

な
ど
、
さ
ら
に
理
解
を
深

め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例

の
検
証
・
見
直
し
、
町
民

が
議
会
に
参
画
し
て
い
た

だ
く
制
度
、
政
策
提
言
・

政
策
立
案
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
を
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、町内に移住し活躍されている方々を紹介します。
今回は、地域おこし協力隊として地域の自然資源を生かす活動をされている吉原　友

ゆ

香
か

さんです。

プロフィール
住　所：大舟沢（奥川）
趣　味：タイ料理を食べること・

作ること
写　真：漆かきをする吉原さん

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
学
ぶ


